
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２５３ 高等学校 国語科 言語文化  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．古典や近現代のすぐれた文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊かな感

性や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・創造的

な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成に

役立てられるようにした。 

４．人間・生命・自然などに目を向けさせ、それらが我が国の伝統と文化の中でどのように表現されてきた

かを知ることができるように配慮した。 

５．歴史的・文化的背景を踏まえて国語文化を捉え、生徒一人一人がその伝統の担い手であることを自覚さ

せることを期した。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

現代文編 ・真理を探究する人間のさまざまなありようを示す

ことによって、生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。 

 

・韻文作品の鑑賞を通して、豊かな情操を養うことが

できるよう配慮した（第１号）。 

・「作者解説」「文学のしるべ」を適宜設定し、興味・

関心に応じて知識と教養を広げられるようにする

とともに、生徒を読書へ誘うようにした（第１号）。 

p.40～p.50 p.54～p.55 

p.68～p.82 p.84～p.87 

p.100～p.108 p.111～p.122 

 

p.54～p.64 p.90～p.97 

 

p.38 p.39 p.51 p.52 

p.65～p.66 p.83 p.88 

p.109 p.110 p.123 p.124 

・自主・自律、労働といった、現実社会の諸問題を含

む題材を採録し、生徒が自らの問題として考えを深

めることができるよう配慮した（第２号）。 

・「言語活動」を通して、主体性を発揮して課題に取

り組めるようにした（第２号）。 

p.26～p.37 p.68～p.82 

p.84～p.87 

 

p.84～p.87 p.98 

・生命、社会制度といった、現実の諸問題に深く関

わる題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うととも

に、生徒が自らの問題として考えを深めることが

できるよう配慮した（第４号）。 

p.58～p.61 p.68～p.82 

p.84～p.87 

 

 

・「随想」の単元を設定し、我が国の言語文化に理解

を深める教材を用意した（第５号）。 

p.14～p.24 

 

古文編 ・真理を探究する人間のさまざまなありようを示す

ことによって、生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。 

・「古文を読むために」を適宜設定して、文語のき

まり等について知識を補えるようにした（第１

号）。 

p.148～p.149 p.154～p.159 

p.162～p.167 p.222～p.227 

 

p.131～p.133 p.136～p.137 

p.150～p.152 p.169～p.172 

p.185～p.186 p.201～p.202 

p.210～p.211 



・「言語活動」を通して、主体性を発揮して課題に取

り組めるようにした（第２号）。 

p.140 p.146～p.147 

p.182～p.183 p.192～p.195 

p.198～p.199 

・古典における理念や社会秩序についての基本的な

考え方に深く関わる題材を採録し、現代の社会や

人間関係にも共通する問題として、生徒が考えを

深められるようにした（第３号）。 

p.128～p.129 p.134～p.135 

p.154～p.159 p.162～p.167 

p.174～p.181 p.218～p.220 

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し、人間の感情

の普遍性を読み取ることによって、生徒が倫理や道

徳の問題を現実に即して考察できるよう配慮した

（第４号）。 

・自然鑑賞に深く関わる題材を採録し、表現を吟味

する活動を通して、生命・自然を尊重する態度を

養えるよう配慮した（第４号）。 

p.188～p.197 

 

 

 

p.162～p.167 p.204～p.207 

 

・冒頭の「古文の学習」以下、「作品解説」やコラ

ム「古典のしるべ」等を適宜設定して、我が国の

言語文化について、外国との関係や歴史的背景を

踏まえて理解できるようにした（第５号）。 

p.126～p.127 p.130 p.135 

p.138～p.139 p.140 p.145 

p.146～p.147 p.160 p.161 

p.167 p.168 p.184 p.200 

p.208 p.209 p.221 p.228 

漢文編 ・真理を探究する人間のさまざまなありようを示すこ

とによって、生徒の人間性・社会性の涵養に働きか

けられる題材を採録した（第１号）。 

・「漢文を読むために」「漢詩のきまり」を適宜設

定して、漢文訓読のきまり等について知識を補え

るようにした（第１号）。 

p.240～p.241 p.244～p.245 

p.248～p.249 p.274～p.279 

 

p.233 p.235 p.237 

p.242～p.243 p.246～p.247 

p.262～p.263 p.272 p.286 

・「言語活動」を通して、主体性を発揮して課題に取

り組めるようにした（第２号）。 

p.250～p.252 p.264 

p.281～p.284 

・古典における理念や社会秩序についての基本的な

考え方に深く関わる題材を採録し、現代の社会や

人間関係にも共通する問題として、生徒が考えを

深められるようにした（第３号）。 

p.256～p.259 p.260～p.261 

p.266～p.271 p.274～p.279 

・自然鑑賞に深く関わる題材を採録し、表現を吟味

する活動を通して、生命・自然を尊重する態度を

養えるよう配慮した（第４号）。 

p.254～p.255 

・冒頭の「漢文の学習」以下、漢文が我が国の言語文

化に与えた影響について理解できるようにした（第

５号）。 

・「作品解説」やコラム「古典のしるべ」を適宜設

定して、中国の歴史的背景を踏まえて作品等を理

解できるようにした（第５号）。 

p.230～p.231 p.232 p.234 

p.236 p.240～p.252 

p.260～p.261 p.264 

p.280 p.285 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、ま

た、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ、各編の各教材の最後に「学習の手引き」「言語活動の手引き」「言葉の手引き」といった課題

を用意し、発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深

め、自らの考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を通じて、多角的で客

観性のある批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 

  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２５３ 高等学校 国語科 言語文化  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 

・国語の資質・能力を育成し、我が国の言語文化に対する理解を深めるため、全体を「現代文編」「古文編」

と「漢文編」の三編で構成し、各編は文種（ジャンル）を基本にした単元構成として、系統的に学習がで

きるように教材を配置した。 

・「現代文編」は、近代以降の小説と詩歌、および、我が国の言語文化を題材にした作品を取り上げた。 

・「古文編」は、古文、および、我が国の言語文化を題材にした近代以降の作品を取り上げた。 

・「漢文編」は、漢文、および、日本漢文を取り上げた。 

・教材の選定にあたっては、生徒の発達段階や中学校の国語科との接続にも配慮して、高校生として知って

おくべき評価の定まった作品から厳選することを旨とした。 

・各単元の扉に、該当単元の教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し、教材の意図を学習者全体で

共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 

②[知識及び技能]への対応 

・「言葉の手引き」（現代文・古文）や和歌の修辞に関する「古文を読むために」（古文）を設定したり、「注

意すべき語句」（現代文）・「重要古語」（古文）・「基本句形」（漢文）を抽出したりして、「Ｂ 読むこと」

の内容と関連づけながら、漢字・語句・表現技法・文法等の知識を深めるとともに、文脈の中で語感を磨

き、語彙を豊かにできるようにした。 

・古文では「古文を読むために」、漢文では「漢文を読むために」を設定して、「Ｂ 読むこと」の内容と関

連づけながら、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりを系統的に学習できるようにした。

また、「作品解説」やコラム「古典のしるべ」を設け、我が国の言語文化の特質や外国の文化との関係、

作品の歴史的・文化的背景などについて、理解を深めることができるようにした。 

・現代文では作品ごとに「作者解説」を付し、出典の情報を示して読書につながる興味づけを図った。また、

小説に関しては「文学のしるべ」を設け、読書の幅を広げることができるように意図した。 

・巻頭に巻頭特集「古典の世界と現代とを比べる」「つながる言語文化」、巻末に資料編、巻末図録・地図を

用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、知識をより深めるための一助とした。 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 

・「Ａ 書くこと」に関しては、言語活動を主体として教材を設定し、具体的な活動を通して表現力や想像

力を高め、自分の考えを広げて伝え合う能力を育成することを目ざした。 

・「Ｂ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」「言語活動の手引き」の三つの課題

設定によって、作品の内容理解を深め、興味を広げることができるようにした。 

＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 

＊「学習の手引き」は、文章全体の構成や展開の把握と、「学習のねらい」に沿った内容の解釈との、基

本的に二つの事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「言語活動の手引き」は、本文を学習して得た知識や、本文に関連する事柄などをもとにして、文章を

書いて発表したり、調査・報告を行ったりするなど、「読むこと」と「書くこと」の両方に関わる言語

活動を行うことを主旨として設定した。活動に取り組むうえで導入や別文章・別資料が必要となるもの

については、別ページに独立させて、教材「言語活動」として設定した。 

 



2．対照表

該当箇所

編 単元 教材 （１） （２）
書くこと

（１）
書くこと

（２）
読むこと

（１）
読むこと

（２）

随想を読む ・本と出会う（若松英輔） イ・ウ カ ア・イ・ウ・オ イ p.14～p.18 2 2
・わたしの好きな季語（川上弘美） イ・ウ ア ア・イ・ウ・オ ア・イ p.19～p.24 2 2

小説を読む(一) ・とんかつ（三浦哲郎）
〔作者解説〕三浦哲郎
〔文学のしるべ〕ことばで召し上がれ――食べ物と文学 ア・カ p.39
・よろこびの歌（宮下奈都）
〔作者解説〕宮下奈都

　 〔文学のしるべ〕物語の場所としての「学校」 ア・カ p.52
詩の楽しみ ・道程（高村光太郎）

・小景異情（室生犀星）
・I was born（吉野弘）
・二十億光年の孤独（谷川俊太郎）
〔作者解説〕高村光太郎・室生犀星・吉野弘・谷川俊太郎

小説を読む(二) ・羅生門（芥川龍之介）
〔作者解説〕芥川龍之介
〔言語活動〕読み比べる・今昔物語集 ウ イ・カ ア・イ・ウ・エ ウ p.84～p.87 1 1
〔文学のしるべ〕芥川龍之介の王朝物と歴史小説 ア・カ p.88

短歌と俳句 ・ゆびさきの温みを―短歌― オ ア ア･イ イ p.90～p.93 2 2
・細胞の全部が私―俳句― オ ア ア･イ イ p.94～p.97 2 2
〔言語活動〕 折句を用いて短歌を作る オ ア・ウ ア･イ ア p.98 1 1

小説を読む(三) ・夢十夜（夏目漱石）
〔作者解説〕夏目漱石
〔文学のしるべ〕夢の中で自分の知らない自分に出会う ア・カ p.110
・鏡（村上春樹）
〔作者解説〕村上春樹
〔文学のしるべ〕世界文学の中のハルキ・ムラカミ ア・カ p.124

古文入門 ・古文の学習 ア ア オ p.126～p.127 0.5 0.5
・児のそら寝
〔作品解説〕宇治拾遺物語
・古文を読むために１ ウ p.131～p.133
・三文にて歯二つ
〔作品解説〕沙石集
・古文を読むために２ ウ p.136～p.137
〔古典のしるべ〕平仮名の誕生 エ・オ p.138～p.139
〔言語活動〕くずし字を読んでみよう ア・エ・オ オ ア p.140 1 1

古文に親しむ ・なよ竹のかぐや姫
〔作品解説〕竹取物語
〔言語活動〕 古典から受け継がれる話の由来を調べる ア ア・カ エ ア･オ p.146～p.147
・絵仏師良秀 ウ・エ イ・ウ ア･イ イ p.148～p.149 1 1
・古文を読むために３ ウ p.150～p.152 1 1

随筆を読む ・徒然草
〔作品解説〕徒然草
〔古典のしるべ〕随筆文学 ア･イ p.161
・枕草子
〔作品解説〕枕草子
〔古典のしるべ〕後宮の文学サロン ア･イ p.167
・古文を読むために４ ウ p.169～p.172

歌物語を読む ・伊勢物語 p.174～p.181
〔作品解説〕伊勢物語 p.184
〔言語活動〕描かれた『伊勢物語』を調べる ウ ア エ ア･オ p.182～p.183 1 1
・古文を読むために５ ウ p.185～p.186

軍記物語を読む ・平家物語 ウ ウ ア･イ イ
〔言語活動〕読み比べる・宇治川の先陣 ア・ウ カ イ ア・イ・ウ・エ ウ･エ
〔作品解説〕平家物語 イ・オ p.200
〔言語活動〕現代に受け継がれる古典 ア ア・イ・カ エ・オ オ p.198～p.199 1 1
・古文を読むために６ ウ p.201～p.202

和歌の鑑賞 ・万葉・古今・新古今
〔作品解説〕万葉集・古今和歌集・新古今和歌集

　 〔古典のしるべ〕和歌の伝統と継承 ア･オ ア・イ p.209
・古文を読むために７ オ ウ p.210～p.211
・短歌を訳す（俵万智） ア・ウ ア イ ア・イ・エ エ p.212～p.216 1 1 2

日記・紀行文を読む ・土佐日記
　 〔作品解説〕土佐日記

・奥の細道
〔作品解説〕奥の細道

漢文入門 ・漢文の学習 ア ア オ p.230～p.231 0.5 0.5
　 ・訓読に親しむ(一) ウ ウ イ p.232 0.5 0.5

・漢文を読むために１ 　 ウ p.233
・訓読に親しむ(二) ウ ウ イ p.234 1 1
・漢文を読むために２ 　 ウ p.235
・訓読に親しむ(三) ウ ウ イ p.236 1 1
・漢文を読むために３ 　 ウ p.237～p.238

故事成語 ・矛盾 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ p.240～p.241 1 1
・漢文を読むために４ 　 ウ p.242～p.243
・五十歩百歩 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ p.244～p.245 1 1
・漢文を読むために５ 　 ウ p.246～p.247
・蛇足 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ p.248～p.249 1 1
〔言語活動〕 故事成語の由来と意味を調べる ウ ア･エ・カ エ ア p.250～p.252 1 1

漢詩の鑑賞 ・唐詩の世界 オ ア･ウ イ･ウ イ p.254～p.259 3 3
・日本の漢詩 オ ア・ウ イ･ウ イ p.260～p.261 2 2
・漢詩のきまり 　 ウ p.262～p.263
〔言語活動〕読み比べる・漢詩と訳詩 ア・エ・カ イ ウ・エ・オ エ p.264 1 1 2

史伝を読む ・鶏口牛後 ウ イ･ウ ア・イ・エ イ p.266～p.267 1 1
　 ・完璧 ウ イ･ウ ア・イ・エ イ p.268～p.269 1 1

・先従隗始 ウ イ･ウ･エ ア・イ・エ イ p.270～p.271 1 1
・漢文を読むために６ ウ p.272

中国の思想 ・論語
〔作品解説〕論語
〔言語活動〕孔子のエピソードを調べる イ・カ エ イ p.281～p.284 1 1
〔古典のしるべ〕孔子の生きた時代 イ p.285
・漢文を読むために７ ウ p.286

計 6 64 70

古
文
編

22

44

22

p.40～p.51

オ p.54～p.66イイ･ウア

p.68～p.83

配当時数
知識及び技能 思考力・表現力・判断力等 書

く
こ
と

読
む
こ
と

計

イア･イ・ウイ･ウ・エ 2p.26～p.38 2

現
代
文
編

漢
文
編

図書の構成・内容
学習指導要領の内容

イア・イイ・ウ

イア･イイ･ウ

ウ イ・ウ イ･ウア･イ･エ

カイ・ウ

22p.111～p.123イア･イ･ウイ･ウ

p.100～p.109イ・ウア･イ･ウ 22

ア･イイ・ウ･エウ 0.50.5p.128～p.130イ

ア･イイ・ウウ 11p.134～p.135イ

ア･イイ・ウウ 11p.142～p.145イ

ア･イ･ウイ・ウウ・エ 33p.154～p.160イ

p.188～p.197
211

ア･イアア・イイ・ウ･エウ 422p.162～p.168イ･ウ

22

ア･イア・イ・ウウ･オ 11p.204～p.208イ

ア･イイ・ウウ 11p.218～p.221イ

ア・イ・エイ・ウウ･オ 22p.222～p.228イ･ウ

ア･イイ・ウア 33p.274～p.280イ



耶 俱 搔 匙 鱒 笹 讃 凜 鬢 娑 檀 梵 峻 憐 宋 剃 鑿 穿 套 篇 鞄 芥 臥 煌 漱 吾 秦 蛙 弘 薺 輔 庵 蕉 芭 漢字

39 39 39 39 38 38 38 36 35 33 32 32 32 32 31 31 29 29 27 26 24 24 22 22 21 20 20 20 19 16 14 13 13 13 ﾍﾟｰｼﾞ

龍 衿 櫂 挽 朔 萩 欒 杏 鞜 智 灼 裡 腑 蝣 蜉 訝 諒 靄 或 抒 犀 魄 桐 噂 辻 雀 這 堵 闊 迂 柴 玲 魯 哉 漢字

67 66 66 65 65 65 65 65 65 65 60 60 60 59 59 59 59 58 58 56 56 54 52 52 52 49 48 42 40 40 40 40 39 39 ﾍﾟｰｼﾞ

鬘 摺 嫗 焉 游 蛛 蜘 粥 蟇 拗 弩 檜 爬 鞘 衫 桶 逢 甍 袷 襖 糞 鴟 棲 狸 狐 鴨 菅 箔 洛 饉 烏 揉 笠 之 漢字

86 86 85 83 83 83 83 83 79 77 76 75 74 73 73 72 72 72 70 70 70 70 70 70 70 69 68 68 68 68 68 68 68 67 ﾍﾟｰｼﾞ

屑 袍 槌 吻 苔 阿 沓 薇 薔 紗 蝮 兜 邨 楸 鰯 燕 鳩 濤 吊 懺 毬 豹 埃 蟻 屍 蝶 麿 勞 祇 伊 靖 儘 其 鷗 漢字

106 105 105 103 102 98 98 98 98 96 96 96 96 96 96 95 95 95 95 94 94 92 92 92 92 92 91 90 89 88 88 88 88 88 ﾍﾟｰｼﾞ

醐 醍 呱 彦 瞞 袴 裳 洒 於 尓 已 蒙 纂 疵 慳 撥 譚 叡 撰 噪 喧 李 楊 牽 髭 呆 馴 吞 噓 浩 綴 閒 迄 樫 漢字

149 149 149 145 145 143 143 142 139 139 136 135 135 135 134 131 130 128 126 124 124 124 124 123 121 119 116 113 112 110 110 110 109 107 ﾍﾟｰｼﾞ

楓 蔦 駿 琶 琵 萊 蓬 霞 簾 卿 葵 雛 塵 瓜 雁 稀 邁 厭 卜 柑 伽 閼 樋 栖 栗 帖 婉 鞠 臈 梢 掟 幡 硯 朧 漢字

175 175 175 172 172 171 171 171 168 164 164 164 164 164 162 161 161 160 160 158 158 158 158 158 158 157 156 156 156 156 156 154 154 151 ﾍﾟｰｼﾞ

嵩 佇 胤 撓 箆 馳 鞍 筏 鐙 梶 橘 寅 丑 轡 桂 杭 畠 淀 蹤 櫛 嵌 蒔 屛 峨 嵯 惣 杓 笥 鴫 嘴 嶺 褄 褻 琳 漢字

193 193 191 190 190 190 189 189 189 189 189 189 189 189 188 188 188 188 184 183 183 183 182 182 182 182 180 180 176 176 176 175 175 175 ﾍﾟｰｼﾞ

啼 甫 杜 也 墅 灸 禎 嘉 澪 戌 掬 遙 灘 躬 舒 筑 茅 沫 苫 蟀 蟋 橿 岑 壬 濡 矚 苑 勿 顛 冑 敦 斐 遥 跨 漢字

223 222 222 222 222 222 221 221 220 218 211 210 210 208 208 206 206 206 206 206 206 205 205 205 204 204 204 200 198 198 198 197 195 194 ﾍﾟｰｼﾞ

孟 倨 胡 荀 寓 弗 曰 楚 堯 舜 鬻 乎 憚 爾 盍 蕪 嘗 嗚 捷 莫 訥 而 朋 敲 禄 笈 簔 薩 菩 陀 發 卯 耀 荼 漢字

243 243 243 241 241 240 240 240 240 240 238 238 238 237 237 237 237 235 234 234 234 231 231 228 228 228 228 225 225 225 225 224 224 223 ﾍﾟｰｼﾞ

簪 渾 烽 濺 咸 疆 陝 浥 渭 牀 鮑 杞 瀚 聚 雍 祀 乃 謂 卮 祠 軫 雖 苟 鄒 輿 軻 趙 魏 晋 亦 曳 梁 愈 豈 漢字

257 257 257 257 256 256 256 256 256 253 252 252 250 251 251 248 248 248 248 248 248 247 247 245 245 245 244 244 244 244 244 244 243 243 ﾍﾟｰｼﾞ

隗 澠 卞 紿 藺 淳 肛 諺 鄙 擯 幷 蘇 鶯 頸 頷 聯 擲 逍 汲 姜 懊 儲 薑 裹 寥 仍 廬 匡 欹 怕 衾 慵 羌 鄜 漢字

270 269 268 268 268 267 267 267 267 266 266 266 264 263 263 263 261 261 261 260 260 260 260 260 260 258 258 258 258 258 258 258 257 257 ﾍﾟｰｼﾞ

窪 蛉 蜻 凌 播 侶 莉 茉 翔 宏 壕 塹 耽 樺 賤 圃 鞭 殷 淵 誨 斯 桓 恕 譬 矩 踰 殆 罔 慍 疏 趨 涓 讐 噲 漢字

294 294 294 294 294 294 293 293 293 292 291 291 290 290 290 290 289 285 283 283 283 282 277 276 275 275 274 274 274 273 271 271 270 270 ﾍﾟｰｼﾞ

孰 幌 倚 聊 蒲 攀 滸 熹 亥 脩 曄 羲 奘 睿 亮 蕭 韋 蜀 蔡 莽 匈 騫 垓 鴻 焚 夷 禹 邑 紂 桀 誹 玖 菟 軾 漢字

311 310 310 297 297 297 297 297 297 297 297 297 297 297 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 296 295 295 295 294 ﾍﾟｰｼﾞ

奢 胥 胆 辰 懶 纔 矣 噫 嗟 漢字

317 316 316 316 315 313 311 311 311 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



朱
欒

理 謝 肯 咽
喉

摂 為 暫 幼 怪 眼 乞
食

充 谷 三 深 雲
雀

弾 括 御 温
又
柔

魯
肉
飯

寿 井
伏
鱒
二

太
宰
治

凍 他
人

吉 洞 発 丹
生

明
後
日

越 三
戸

郎 真 更 立
待

待 欠
伸

吾
妻

太
秦

東 愛

漢
字

ザ
ン
ボ
ア

こ
と
わ
り

さ う
な
ず

の
ど

と た
め

し
ば
ら

お
さ

け め か
た
ゐ

み や さ
ぶ

み ひ
ば
り

は
じ

く
く

み お
ん
ゆ
う
じ
ゅ

う

ロ
バ
ブ
ン

す い
ぶ
せ
ま
す
じ

だ
ざ
い
お
さ
む

い ひ
と

よ
し

と
う

た に
ゅ

う

あ
さ
っ

て

え
ち

さ
ん
の
へ

お ま
な

ふ
け

た
ち
ま
ち

ま
つ

あ
く
び

あ
ず
ま

う
ず
ま
さ

あ
ず
ま

い
つ
く

音
　
訓

65 65 65 60 60 60 59 59 59 59 58 56 54 52 52 52 49 44 42 40 39 39 39 38 38 33 32 31 31 30 29 29 29 26 26 24 23 22 22 21 20 20 20 16 ㌻

拠 井
上

遺 葬 衣 御
髪

主 朱
雀

辺 摂
津

語 上
層

城 鶴 河
童

上
海

保 切
支
丹

久
米

手
巾

戯 黒
洞
々

春 疫
病

往 太
刀
帯

奪 検 鶏 檜
皮

聖
柄

汗
衫

吹 築
土

申 料 烏
帽
子

朱
雀

丹 介 好 三 陽 入

漢
字

よ い
の
う
え

の
こ

は
う
ぶ

き
ぬ

み
ぐ
し

あ
る
じ

し
ゆ
じ
や
く

わ
た
り

つ こ
と

う
は
こ
し

せ
い

か
く

か
っ

ぱ

シ
ャ

ン
ハ
イ

や
す

キ
リ
シ
タ
ン

く
め

ハ
ン
ケ
チ

げ こ
く
と
う
と
う

と
う

え
や
み

い た
て
わ
き

と け と
り

ひ
わ
だ

ひ
じ
り
づ
か

か
ざ
み

ぶ
き

つ
い
じ

さ
る

し
ろ

え
ぼ
し

す
ざ
く

に す
け

よ
し

ぞ
う

ひ い
り

音
　
訓

88 88 88 87 86 86 86 84 84 84 84 84 84 83 83 83 83 83 83 83 83 81 79 79 79 79 78 78 77 75 73 73 73 72 71 68 68 68 68 67 66 66 66 66 ㌻

件 過 虞 分 坊 込 蔵 薪 暴
風

家 眉 直
垂

日
本
武
尊

照 百
合

斜 標 破
片

色
沢

給 米 徒
然
草

沓
冠

巻 隠 飾 男 当 万 近
藤
芳
美

詞 柿
本
人
麿

盛 遠 添 河 不
来
方

生
活

猶 祇
園

晶 温 伊
勢 漢

字

く
だ
ん

す
ぎ

ぐ わ
き

ぼ ご
め

か
く

ま
き

あ
ら
し

う
ち

ま
み
え

ひ
た
た
れ

や
ま
と
だ
け
の
み
こ
と

う
つ

ゆ
り

は
す

じ
る
し

か
け

つ
や

た
ま

よ
ね

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

く
つ
か
ぶ
り

け
ん

お し
か

お あ
た

ま こ
ん
ど
う
よ
し
み

こ
と
ば

ろ か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま

も
り

と
ほ

そ
ひ

か
は

こ
ず
か
た

く
ら
し

な
ほ

ぎ
を
ん

あ
き

ぬ
く

い
せ

音
　
訓

110 109 109 109 109 109 107 107 107 107 107 105 105 104 103 103 101 101 101 98 98 98 98 96 96 95 95 94 92 92 91 91 91 91 91 91 91 90 90 90 90 90 88 ㌻

音
訓
一
覧
表



本 者 遠 支 川 末 造 翁 取 然 未 養 唐 沙
石
集

枕
草
子

御
曹
司

職 源
隆
国

光
信

公
家

出 宇
治
拾
遺

児 田
辺

暦 英 峰 楊
逸

映 夫 康
成

並
行
世
界

終
り

吸 向 奴 癒 煙
草

点 主
人

樹 章 違 部

漢
字

ほ は を き つ ま み
や
つ
こ

お
き
な

と
り

し
か

い
ま

や
う

た
う

し
や
せ
き
し
ふ

ま
く
ら
の
そ
う
し

み
ざ
う
し

し
き

み
な
も
と
の
た
か
く
に

み
つ
の
ぶ

く
げ

い う
ぢ
し
ふ
ゐ

ち
ご

た
な
べ

り
ゃ

く

ひ
で

み ヤ
ン
イ
ー

え お や
す
な
り

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー

ル
ド

お
わ
り

す
い

む
か

や
つ

い
や

た
ば
こ

つ ホ
ス
ト

き あ
き

ち
が
い

べ

音
　
訓

139 139 139 139 139 139 137 137 137 137 137 134 134 134 133 133 133 130 129 128 128 128 128 127 125 124 124 124 124 124 124 123 123 121 120 120 119 119 115 113 111 110 110 110 ㌻

紅
葉

埋 住
吉

候 男 高
名

本 御 高
良

石
清
水

和 兼
好

光
起

煙 大
路

良
秀

成 摘 雅 美 祖 斎
部

帳 妻 洒
落

提
灯

春 勢 毛 恵 免 亭 衣 希 具 農 井 年 連 王 越 累 怒 遍

漢
字

も
み
ぢ

う
づ

す
み
よ
し

さ
う
ら

を
の
こ

か
う
み
や
う

ほ お か
う
ら

い
は
し
み
づ

な け
ん
か
う

み
つ
お
き

け
ぶ
り

お
ほ
ち

り
や
う
し
う

な
る

つ
む

ま
さ

み お
や

い
ん
べ

ち
や
う

め し
ゃ

れ

ち
ょ

う
ち
ん

す せ も ゑ め て え け く の ゐ ね れ わ を る ぬ へ

音
　
訓

158 158 157 156 156 156 155 154 154 154 154 154 153 148 148 148 147 147 145 145 145 144 143 143 142 140 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 139 ㌻

河
内
越

信
貴

化
粧

郡 河
内

経 妹 筒
井
筒

下
総

魚 総 武
蔵

塩 業 修
行
者

乾
飯

八 琴 御
曹
司

大
将
軍
九
郎

半 二
十

五
月

大
和

入
内

清
原
元
輔

妃 従
三
位

海
月

隆
家

紅
葉
賀

装
束

殿
上
童

指 桶 春
日

清
少
納
言

枕
草
子

足
利

兼
良

秀 鴨
長
明

職 兼
好 漢

字

か
わ
ち
ご
え

し
ぎ

け
さ
う

こ
ほ
り

か
ふ
ち

ふ い
も

つ
つ
ゐ
づ
つ

し
も
う
さ

い
を

ふ
さ

む
さ
し

し
ほ

な
り

す
ぎ
や
う
ざ

か
れ
い
ひ

や
つ

ご
ん

う
お
ん
ざ
う
し

た
い
し
や
う
ぐ
ん
く
ら

は は
た
ち

さ
つ
き

や
ま
と

じ
ゅ

だ
い

き
よ
は
ら
の
も
と
す
け

き
さ
き

じ
ゅ

さ
ん
み

く
ら
げ

た
か
い
へ

も
み
じ
の
が

さ
う
ぞ

て
ん
じ
や
う
わ
ら
は

お
よ
び

を
け

か
す
が

せ
い
せ
う
な
ご
ん

ま
く
ら
の
さ
う
し

あ
し
か
が

か
ね
よ
し

ひ
で

か
も
の
ち
ょ

う
め
い

そ
く

か
ね
よ
し 音

　
訓

179 179 179 179 179 178 178 178 176 176 176 176 176 175 175 174 173 172 172 171 170 169 169 168 168 167 166 166 166 165 164 164 164 163 162 162 162 161 161 160 160 160 160 ㌻

音
訓
一
覧
表



清
経

実
盛

忠
度

通
盛

那
須
与
一

武
士

荘
司

時
節

水
面

近
江

大
音
声

磨 洗 三
郎
秀
義

宇
多

大
音
声

頼
朝

生
食

大
綱

頼
通

腹
帯

大
河

段 四
郎

季 梶
原
源
太
景

又
太
郎
忠
綱

治
承

近
江

頼
政

以
仁

源
義
経

生
年

一
口

宇
治
川

尽
歌
合

被 世
阿
弥

在
原
業
平

初
冠

信 立 燕
子
花

和
泉 漢

字

き
よ
つ
ね

さ
ね
も
り

た
だ
の
り

み
ち
も
り

な
す
の
よ
い
ち

も
の
の
ふ

し
ょ

う
じ

と
き

み
な
も

お
う
み

だ
い
お
ん
じ
ょ

う

す
る

あ
ら
い

さ
ぶ
ら
う
ひ
で
よ
し

う
だ
の

だ
い
お
ん
じ
や
う

よ
り
と
も

い
け
ず
き

お
ほ
づ
な

よ
り
み
ち

は
る
び

だ
い
が

た
ん

し
ら
う

す
ゑ

か
ぢ
は
ら
げ
ん
だ
か
げ

ま
た
た
ら
う
た
だ
つ
な

ぢ
し
よ
う

あ
ふ
み

よ
り
ま
さ

も
ち
ひ
と

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

し
や
う
ね
ん

い
も
あ
ら
ひ

う
ぢ
が
は

づ
く
し
う
た
あ
わ
せ

か
ぶ

ぜ
あ
み

あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

う
い
こ
う
ぶ
り

の
ぶ

た
て

か
き
つ
ば
た

い
ず
み

音
　
訓

198 198 198 198 198 194 194 193 193 193 193 193 192 191 191 191 190 190 190 189 189 189 189 189 189 189 189 189 188 188 188 188 188 188 187 184 184 184 184 183 183 182 182 ㌻

俊
成

友
則

二
見
浦

義
清

憶
ふ

京 卿 大
宰
帥
大
伴

定
家

西
行

敏
行

夕
月
夜

湯
原
王

姓 藤
原
俊
成
女

壬
生
忠
岑

宮
歌
合

寛
平
御
時
后

百
重

浜
木
綿

柿
本
朝
臣

旅
人

後
鳥
羽

紀
貫
之

紅 大
伴
家
持

眺
矚

桃
李

春
苑

暮 天
平
勝
宝

出
光

冠 案 為 長 信
濃
前
司
行

虚
構

繁 実
隆

改
作 漢

字

と
し
な
り

と
も
の
り

ふ
た
み
が
う
ら

の
り
き
よ

お
も
ふ

み
や
こ

も
き
や
う

だ
ざ
い
の
そ
ち
お
ほ
と

さ
だ
い
へ

さ
い
ぎ
や
う

と
し
ゆ
き

ゆ
ふ
づ
く
よ

ゆ
は
ら
の
お
ほ
き
み

か
ば
ね

の
む
す
め

ふ
ぢ
は
ら
の
と
し
な
り

み
ぶ
の
た
だ
み
ね

の
う
た
あ
は
せ

ん
と
き
き
さ
い
の
み
や

く
わ
ん
ぴ
や
う
の
お
ほ

も
も
へ

は
ま
ゆ
ふ

か
き
の
も
と
の
あ
そ
み

た
び
と

ご
と
ば

き
の
つ
ら
ゆ
き

く
れ
な
ゐ

お
ほ
と
も
の
や
か
も
ち

て
う
し
よ
く

た
う
り

し
ゆ
ん
ゑ
ん

ゆ
ふ
へ

う て
ん
ぴ
や
う
し
よ
う
ほ

い
で
み
つ

か
う
ぶ
り

あ し な
が

し
な
の
の
ぜ
ん
じ
ゆ
き

フ
ィ

ク
シ
ョ

ン

し
げ

さ
ね
た
か

ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ

ン

音
　
訓

207 207 206 206 206 206 206 206 206 206 206 206 205 205 205 205 205 205 205 204 204 204 204 204 204 204 204 204 204 203 202 201 201 200 199 199 199 198 ㌻

逆
旅

夫 別
墅

杉
風

白
河

破
屋

江
上

去
年

過
客

百
代

松
尾
芭
蕉

為
家

土
佐
守

澪
標

潮 酔 馬 願 平 和
泉

二
十
二
日

館 年 県 二
十
日

十
二
月

日
記

新
枕

今
宵

三
年

入
集

節 長
雨

峰 雅
経

有
家

通
具

淑
望

凡
河
内
躬
恒

旋
頭
歌

咽
せ
ん
で

滝
水

従
兄
弟

漢
字

げ
き
り
よ

そ べ
つ
し
よ

さ
ん
ぷ
う

し
ら
か
は

は
を
く

か
う
し
や
う

こ
ぞ

く
わ
か
く

は
く
た
い

ま
つ
を
ば
せ
う

た
め
い
え

と
さ
の
か
み

み
お
つ
く
し

し
ほ

ゑ む
ま

ぐ
わ
ん

た
ひ

い
づ
み

は
つ
か
あ
ま
り
ふ
つ
か

た
ち

と
せ

あ
が
た

は
つ
か

し
は
す

に
き

に
ひ
ま
く
ら

こ
よ
ひ

み
と
せ

に
っ

し
ゅ

う

よ な
が
め

を ま
さ
つ
ね

あ
り
い
え

み
ち
と
も

よ
し
も
ち

ね お
お
し
こ
う
ち
の
み
つ

せ
ど
う
か

む
せ
ん
で

り
よ
う
す
い

い
と
こ

音
　
訓

222 222 222 222 222 222 222 222 222 222 222 221 221 220 219 219 219 219 219 219 219 218 218 218 218 218 218 216 216 216 211 210 210 210 208 208 208 208 208 208 207 207 207 ㌻

音
訓
一
覧
表



当 往
か
ん

耳 直
だ

邪 真 哀 嗚
呼

則 即 以 者 如 不 縁 患 為 禍 不
開

六 覆 脇
侍

金 河
合

清
衡

珠 七
宝

棺 光
堂

白
毛

泰
衡

城 川 高
館

秀
衡

泉 足
立

世
田
谷

千
住

谷
中

有
明

七
日

弥
生

庵

漢
字

ま
さ
に
～

べ
し

ゆ
か
ん

の
み

た
だ

か ま
こ
と

か
な

あ
あ

す
な
は

す
な
は

も こ
と

し ず よ う
れ

な わ
ざ
わ

あ
か
ず

り
く

お
お
い

き
ょ

う
じ

こ
が
ね

か
わ
い

き
よ
ひ
ら

た
ま

し
つ
ぽ
う

ひ
つ
ぎ

ひ
か
り
だ
う

し
ら
が

や
す
ひ
ら

じ
や
う

が
は

た
か
だ
ち

ひ
で
ひ
ら

い
づ
み

あ
だ
ち

せ
た
が
や

せ
ん
ぢ
ゆ

や
な
か

あ
り
あ
け

な
ぬ
か

や
よ
ひ

い
ほ
り

音
　
訓

236 235 235 235 235 235 235 235 234 234 233 232 232 232 231 230 230 230 228 226 225 225 225 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 223 223 223 223 223 223 223 223 ㌻

亡
ふ

終
に

遂
に

先
づ

為
り

画
き
て

賜
ふ

済
ふ

博
く

縦
ひ

如
し

被
る

被 見 従 是
れ
も

不
る

止
ま
り

走
ぐ

棄
て

喩
へ
ん

対
へ
て

為
ら
ん

安
く
ん
ぞ

与
に

前 復
た

固
よ
り

能
は

何
如

利
き
こ
と

陥
す

能
く

頭 自
り

非
ず

若 須 宜 応 且 将 未 猶

漢
字

う
し
な
ふ

つ
ひ
に

つ
ひ
に

ま
づ

つ
く
り

ゑ
が
き
て

た
ま
ふ

す
く
ふ

ひ
ろ
く

た
と
ひ

も
し

ら
る

る る し
よ
う

こ
れ
も

ざ
る

と
ど
ま
り

に
ぐ

す
て

た
と
へ
ん

こ
た
へ
て

つ
く
ら
ん

い
づ
く
ん
ぞ

と
も
に

さ
き

ま
た

も
と
よ
り

あ
た
は

い
か
ん

す
る
ど
き
こ
と

と
ほ
す

よ
く

か
う
べ

よ
り

あ
ら
ず

な
ん
ぢ

す
べ
か
ら
く
～

べ
し

よ
ろ
し
く
～

べ
し

ま
さ
に
～

べ
し

ま
さ
に
～

す

ま
さ
に
～

す

い
ま
だ
～

ず

な
ほ
～

ご
と
し

音
　
訓

249 249 249 248 248 248 248 247 247 247 247 246 246 246 246 244 244 244 244 244 244 244 243 243 243 243 242 242 240 240 240 240 240 238 238 238 238 237 237 237 237 236 236 236 ㌻

昭
王

和 参 従
合

是
に

寧
ろ

従
親

乃
ち

遊
説

陽 恐
喝

除 承 楽
府

重
太
郎

唯
だ

柴
扉

自
づ
か
ら

道
ふ

生
姜

広
瀬
淡
窓

荘 余 還
つ
て

教
む

吹
著

菅
原
道
真

処 寧
き

泰
く

便
ち

猶
ほ

睡
り

白
居
易

偶 勝 抵
た
る

烽
火

庫
車

塵 王
維

低
れ
て

看
る

劉
向 漢

字

せ
う
わ
う

く
わ

し
ん

し
よ
う
が
ふ

こ
こ
に

む
し
ろ

し
よ
う
し
ん

す
な
は
ち

い
う
ぜ
い

や
う

き
よ
う
か
つ

よ う が
ふ

し
げ
た
ろ
う

た
だ

さ
い
ひ

お
の
づ
か
ら

い
ふ

し
ょ

う
が

ひ
ろ
せ
た
ん
さ
う

さ
う

わ
れ

か
へ
つ
て

し
む

す
い
ち
や
く

す
が
は
ら
の
み
ち
ざ
ね

と
こ
ろ

や
す
き

や
す
く

す
な
は
ち

な
ほ

ね
む
り

は
く
き
よ
い

た
ま
た
ま

た あ
た
る

ほ
う
く
わ

ク
チ
ャ

ぢ
ん

わ
う
ゐ

た
れ
て

み
る

り
ゅ

う
き
ょ

う

音
　
訓

268 268 267 267 267 267 266 266 266 266 266 264 262 262 261 261 261 261 261 260 260 260 260 260 260 260 260 258 258 258 258 258 258 258 258 257 257 257 256 256 256 255 255 249 ㌻

音
訓
一
覧
表



播
磨
国

太
安
万
侶

正
宗

和
郎

葛
西

早
稲
田

有
島
武
郎

篤 武
者
小
路
実

宅 戯
作

但
だ

且
つ

蓋
し

所
以

直
道

毀 誰 協 百
済

尼 格
る

斉
ふ
る

道
く

与 作
す

有 也
已

夫
れ

諸 鮮
な
し

温
ね
て

順
ふ

況
ん
や

使
む
る

古 事
ふ
る

視
せ

雪
ぐ

卑
く
し

懐
き

遣
め

卞
和

易
ん
こ
と

漢
字

は
り
ま
の
く
に

お
お
の
や
す
ま
ろ

ま
さ
む
ね

か
ず
お

か
さ
い

わ
せ
だ

あ
り
し
ま
た
け
お

あ
つ

む
し
ゃ

の
こ
う
じ
さ
ね

や
け

げ
さ
く

た
だ

か
つ

け
だ
し

ゆ
ゑ
ん

ち
よ
く
だ
う

そ
し

た
れ

や
す
し

く
だ
ら

じ い
た
る

と
と
の
ふ
る

み
ち
び
く

か な
す

い
う

の
み

そ
れ

こ
れ

す
く
な
し

た
づ
ね
て

し
た
が
ふ

い
は
ん
や

し
む
る

い
に
し
へ

つ
か
ふ
る

し
め
せ

す
す
ぐ

ひ
く
く
し

い
だ
き

し
め

べ
ん
か

か
へ
ん
こ
と

音
　
訓

294 294 292 290 290 290 290 290 290 288 286 286 285 283 283 283 283 281 280 280 278 278 278 277 277 276 276 276 276 276 275 275 271 271 271 270 270 270 270 269 269 268 268 ㌻

尚
ほ

見
る

令
む

帥
ゐ
る
に

何
若

胡
を
か

双
び

何
れ
の

路 嘗
て

吾
が

沈 清 明 呂 句 遷 梅
児
誉
美

四
谷

本
居
宣
長

摘 可
有

出
雲

服
部

冊 水 増 親 沙
石
集

十
六
夜

橘
成
季

貞 保 顕 讃
岐
典
侍

赤
壁
賦

狭
衣

落
窪

将 順 慶 景 嗣 舎
人 漢

字

な
ほ

ら
る

し
む

ひ
き
ゐ
る
に

い
か
ん

な
に
を
か

な
ら
び

い
づ
れ
の

み
ち

か
つ
て

わ
が

し
ん

し
ん

み
ん

り
ょ

こ
う

う
つ

う
め
ご
よ
み

よ
つ
や

も
と
お
り
の
り
な
が

つ
み

あ
る
べ
し

い
ず
も

は
っ

と
り

ぞ
う

み ま
す

ち
か

し
ゃ

せ
き
し
ゅ

う

い
ざ
よ
い

た
ち
ば
な
の
な
り
す
え

じ
ょ

う

ほ
う

あ
き

さ
ぬ
き
の
す
け

せ
き
へ
き
の
ふ

さ
ご
ろ
も

お
ち
く
ぼ

ま
さ

し
た
ご
う

ぎ
ょ

う

き
ょ

う

つ
ぐ

と
ね
り

音
　
訓

313 312 312 311 311 311 310 310 310 310 310 297 297 297 296 296 296 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 295 294 294 294 294 294 294 294 294 294 294 294 294 ㌻

所
謂

且 越 徒
だ 漢

字

い
は
ゆ
る

シ
ャ

ゑ
つ

た
だ

音
　
訓

316 316 315 313 ㌻

音
訓
一
覧
表



〔国語教材〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

14～17 本と出会う 国語教材本を読めなくなった人のための読書論
（初版第２刷）

112～118 若松英輔 亜紀書房 2019年

19～23 私の好きな季語 国語教材私の好きな季語（第１刷） 8～9、124～125 川上弘美 NHK出版 2020年
26～36 とんかつ 国語教材完本　短篇集モザイク（初版） 32～39 三浦哲郎 新潮社 2010年

40～49 よろこびの歌 国語教材よろこびの歌（初版第８刷） 24～41 宮下奈都 実業之日本社 2019年
54 道程 国語教材高村光太郎全集　第一巻（初版） 253 高村光太郎 筑摩書房 1957年

56 小景異情 国語教材室生犀星全集　第一巻（第２刷） 25～26 室生犀星 新潮社 1965年

58～60 I was born 国語教材現代詩文庫12　吉野弘（第22刷） 29～30 吉野弘 思潮社 1990年

62～63 二十億光年の孤独 国語教材谷川俊太郎詩集（第11刷） 106～107 谷川俊太郎 思潮社 1979年

68～81 羅生門 国語教材芥川龍之介全集 第一巻（第２刷） 127～136 芥川龍之介 岩波書店 1977年
84～87 今昔物語集 国語教材新日本古典文学大系37（初版） 335～336 作者未詳 岩波書店 1996年
90 清水へ・夏のかぜ 国語教材定本　与謝野晶子全集　第一巻（第１

刷）
5、162 与謝野晶子 講談社 1979年

90～91 はたらけど・不来方の 国語教材石川啄木全集　第一巻（初版第２刷） 19、27 石川啄木 筑摩書房 1978年

91 白鳥は・幾山河 国語教材若山牧水全集　第一巻（初版） 41、68 若山牧水 雄鶏社 1958年

91 死に近き・あかあかと 国語教材斎藤茂吉全集　第一巻（初版） 97、216 斎藤茂吉 岩波書店 1973年

92 たちまちに・生き行くは 国語教材定本　近藤芳美歌集（第２刷） 39、101 近藤芳美 短歌新聞社 1979年

92 夏蝶の・わがカヌー 国語教材寺山修司全歌集（初版） 224、176 寺山修司 沖積舎 1982年

92～93 思い出の・「寒いね」と 国語教材サラダ記念日　俵万智歌集（19版） 12、18 俵万智 河出書房新社 1987年

93 ゆびさきの・水が生まれるまでの 国語教材青卵（第１刷） 44、212 東直子 筑摩書房 2019年

94 手毬唄 国語教材定本　高浜虚子全集　第二巻（初版） 76 高浜虚子 毎日新聞社 1973年

94 遠山に 国語教材定本　高浜虚子全集　第一巻（初版） 16 高浜虚子 毎日新聞社 1974年

94 分け入つても・うしろすがたの 国語教材山頭火全集　第一巻（第１刷） 4、18 種田山頭火 春陽堂書店 1986年

95 吊橋や・滝落ちて 国語教材水原秋桜子全集　第三巻（第１刷） 201、408 水原秋桜子 講談社 1977年

95 雪はげし・乳母車 国語教材橋本多佳子全集　第一巻（第２刷） 130、166 橋本多佳子 立風書房 1990年

95 万緑の・校塔に 国語教材中村草田男全集　１（初版） 126、56 中村草田男 みすず書房 1989年

96 鰯雲・隠岐やいま 国語教材加藤楸邨全集　第一巻（第１刷） 123、331 加藤楸邨 講談社 1981年

96 湾曲し・冬眠の 国語教材金子兜太集　第一巻（初版第１刷） 111、369 金子兜太 筑摩書房 2002年

96 細胞の・眠れない 国語教材句集　すみれそよぐ（初版） 11、161 神野紗希 朔出版 2020年

100～107 夢十夜 国語教材漱石全集 第八巻（初版） 32～35、48～50 夏目漱石 岩波書店 1966年
111～121 鏡 国語教材村上春樹全作品1979～1989⑤　短篇集

Ⅱ（第１刷）
73～79 村上春樹 講談社 1991年

128～129 児のそら寝 国語教材新日本古典文学大系42（第４刷） 24～25 編者未詳 岩波書店 1994年

134～135 三文にて歯二つ 国語教材新編日本古典文学全集52（初版） 427～428 無住道暁 小学館 2001年
142～144 なよ竹のかぐや姫 国語教材新日本古典文学大系17（初版） 3～4 作者未詳 岩波書店 1997年

出　典　一　覧　表
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備考



ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

148～149 絵仏師良秀 国語教材新日本古典文学大系42（第４刷） 82～83 編者未詳 岩波書店 1994年

154～159 徒然草 国語教材角川ソフィア文庫（第22版） 14、59～60、111、 兼好法師 KADOKAWA 2019年

23～24

162～167 枕草子 国語教材新日本古典文学大系25（第２刷） 3～4、152、 清少納言 岩波書店 1993年

194～195、136～137

174～181 伊勢物語 国語教材新日本古典文学大系17（初版） 87～90、104～106 作者未詳 岩波書店 1997年

188～191 平家物語 国語教材新日本古典文学大系45（初版） 122～123 作者未詳 岩波書店 1993年

192～193 中山義秀訳　平家物語 国語教材現代語訳平家物語（中）（初版） 309～311 中山義秀 河出書房新社 2004年

193～195 古川日出男訳　平家物語 国語教材池澤夏樹＝個人編集　日本文学全集09 535～538 古川日出男 河出書房新社 2016年

204 春の苑 国語教材新編日本古典文学全集９（初版） 295 大伴家持 小学館 1996年

204 袖ひちて 国語教材新編日本古典文学全集11（初版） 31 紀貫之 小学館 1994年

204 ほのぼのと 国語教材新編日本古典文学全集43（初版） 23 後鳥羽院 小学館 1995年

205 み熊野の 国語教材新編日本古典文学全集６（初版） 281 柿本人麻呂 小学館 1994年

205 暮るるかと 国語教材新編日本古典文学全集11（初版） 84 壬生忠岑 小学館 1994年

205 橘の 国語教材新編日本古典文学全集43（初版） 87 藤原俊成女 小学館 1995年

206 夕月夜 国語教材新編日本古典文学全集７（初版） 339 湯原王 小学館 1995年

206 秋来ぬと 国語教材新編日本古典文学全集11（初版） 89 藤原敏行 小学館 1994年

206 見渡せば 国語教材新編日本古典文学全集43（初版） 117 藤原定家 小学館 1995年

206 沫雪の 国語教材新編日本古典文学全集７（初版） 371 大伴旅人 小学館 1995年

207 雪降れば 国語教材新編日本古典文学全集11（初版） 145 紀友則 小学館 1994年

207 かつ凍り 国語教材新編日本古典文学全集43（初版） 187 藤原俊成 小学館 1995年

212～216 古典の和歌を現代の言葉で書き換える 国語教材言葉の虫めがね（初版） 78～86 俵万智 角川書店 1999年

218～219 土佐日記 国語教材新日本古典文学大系24（初版） 3 紀貫之 岩波書店 1989年

222～225 奥の細道 国語教材日本古典文学大系46（第９刷） 70～71、84～85 松尾芭蕉 岩波書店 1962年
240 矛盾 国語教材韓非子（漢文大系本）（初版） 第8巻 韓非 冨山房 1988年

244 五十歩百歩 国語教材孟子（十三経注疏本）（初版） 第1冊 孟軻 新文富出版 1981年

248～249 蛇足 国語教材戦国策（初版） 上巻　355～356 劉向 上海古籍出版社出版1978年

254 春暁 国語教材孟浩然集（四部叢刊本）（初版） 第33冊　31 孟浩然 商務印書館 1979年

255 静夜思 国語教材李太白集（四部叢刊本）（初版） 第32冊　127 李白 商務印書館 1979年

256 送元二使安西 国語教材王右丞集（四部叢刊本）（初版） 第33冊　40 王維 商務印書館 1979年

257 春望 国語教材杜工部集（四部叢刊本）（初版） 第32冊　67 杜甫 商務印書館 1979年

258 香炉峰下新卜山居草堂初成偶題東壁 国語教材白氏文集（四部叢刊本）（初版） 第36冊 白居易 商務印書館 1979年

260 読家書 国語教材日本古典文学大系72（第3刷） 506 菅原道真 岩波書店 1969年

260～261 桂林荘雑詠、示諸生 国語教材遠思樓詩鈔（淡窓全集　中巻）（初版） 11 広瀬淡窓 日田郡教育会 1926年

261 道情 国語教材逍遙遺稿（正編・外編）（初版） 165 中野逍遥 創風社出版 2012年

264 春暁・静夜思 国語教材鶯の卵（初版） 5108 土岐善麿 筑摩書房 1985年

264 春暁・静夜思 国語教材井伏鱒二全集　第28巻（初版） 36、43 井伏鱒二 筑摩書房 1999年
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266～267 鶏口牛後 国語教材十八史略（漢文大系本）（第9刷） 第5巻　68 曽先之 冨山房 1990年

268～269 完璧 国語教材十八史略（漢文大系本）（第3刷） 第5巻　69～70 曽先之 冨山房 1978年

270～271 先従隗始 国語教材十八史略（漢文大系本）（第9刷） 第5巻　85～86 曽先之 冨山房 1990年

274 子曰、「学而時習之。… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　1 孔子 中華書局出版 1987年

274 子曰、「学而不思、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　6 孔子 中華書局出版 1987年

275 子曰、「吾十有五而志于学。… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　5 孔子 中華書局出版 1987年

275 子曰、「温故而知新、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　6 孔子 中華書局出版 1987年

275 子曰、「古之学者為己、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　56 孔子 中華書局出版 1987年

276 子曰、「巧言令色、鮮矣仁。」 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　1 孔子 中華書局出版 1987年

276 子貢曰、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　62 孔子 中華書局出版 1987年

276～277 有子曰、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　1 孔子 中華書局出版 1987年

277 子貢問曰、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　23 孔子 中華書局出版 1987年

278 子曰、「道之以政、… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　5 孔子 中華書局出版 1987年

278 子貢問政。… 国語教材論語（十三経注疏）（第4刷） 下巻　47 孔子 中華書局出版 1987年

281～284 若者への応援歌 国語教材 NHK｢100分de名著｣ブックス　孔子 論語（第13刷）5、14～16、34～37 佐久協 NHK出版 2021年

〔図･地図〕
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155 石清水八幡宮 図 都名所図会 巻五 竹原信繁 1786年 左の出
典をも
とに作
製
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※上記のもの以外については，自社で作製。

備 考
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※上記のもの以外については、編集委員による書き下ろしである。
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

見返③ 春（桜） 写真 素材辞典：Vol.146 No.40
見返③ 夏（平泉　高館からの北上川の眺め　8月） 写真 PIXTA：80924731
見返③ 秋（竹林と月） 写真 素材辞典：Vol.146 No.130
見返③ 冬（廬山　五老峰・香炉峰・漢陽峰雪） 写真 CPC：JBD-553
見返⑥ 万里の長城 写真 ゲッティイメージズ：670221190
見返⑥ 黄河 写真 時事通信フォト：029819646
見返⑥ 長江（江南地方） 写真 アフロ：240504087
見返⑥ 黄鶴楼 写真 アフロ：21163081
見返⑥ 陽関跡 写真 アフロ：7342638

13 関口芭蕉庵の池 写真 時事通信フォト：11911778
16 薺 写真 アーテファクトリー：25800191
18 若松英輔 写真 若松英輔
20 牛祭 写真 朝日新聞社：P160520002505
20 東コート 写真 フォトオリジナル：4519329
24 川上弘美 写真 朝日新聞社：P170808000889
25 （指揮棒） 写真 ゲッティイメージズ：75651184-170667a
36 永平寺 写真 時事通信フォト：0007503254
38 三浦哲郎 写真 時事通信フォト：915323
38 葛西善蔵 写真 日本近代文学館：P0000888
38 太宰治 写真 日本近代文学館：P0002246
39 『小僧の神様』 写真 『小僧の神様　他十篇』 表紙 志賀直哉 岩波書店 2002年 自社で撮影
39 『あつあつを召し上がれ』 写真 『あつあつを召し上がれ』 表紙 小川糸 新潮社 2014年 自社で撮影
39 『魯肉飯のさえずり』 写真 『魯肉飯のさえずり』 表紙 温又柔 中央公論新社 2023年 自社で撮影
51 宮下奈都 写真 朝日新聞社：P110216009500
51 映画『羊と鋼の森』 写真 TOHOマーケティング
52 『風の又三郎』 写真 『新編　風の又三郎』 表紙 宮沢賢治 新潮社 1989年 自社で撮影
52 『桐島、部活やめるってよ』 写真 『桐島、部活やめるってよ』 表紙 朝井リョウ 集英社 2012年 自社で撮影
52 『一瞬の風になれ』 写真 『一瞬の風になれ』 表紙 佐藤多佳子 講談社 2009年 自社で撮影
53 銀河団SMACS0723 写真 NASA
59 蜉蝣 写真 東城幸治
65 高村光太郎 写真 時事通信フォト：918747
65 室生犀星 写真 日本近代文学館：P0002941
66 吉野弘 写真 吉野弘
66 谷川俊太郎 写真 共同通信社：2022042011016
67 『羅生門』執筆当時の芥川龍之介 写真 日本近代文学館：P0000063b
69 羅城門の復元模型 写真 京都文化博物館

69 市女笠 写真 模本『釈迦堂縁起絵巻』 巻五
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

69 揉烏帽子 写真 春日権現験記絵巻（模本） ColBase
70 鴟尾 写真 ユニフォトプレス：NNP0036A08753
72 築土 写真 歴史公園えさし藤原の郷

72 火桶 写真 模本『春日権現霊験記』 巻十六
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

74 やもり 写真 アーテファクトリー：T-16861
81 『羅生門』初版本表紙 写真 『羅生門』 表紙 芥川龍之介 1917年 日本近代文学館：P0003501
83 芥川龍之介 写真 日本近代文学館：P000082
88 『戯作三昧』 写真 『戯作三昧・一塊の土』 表紙 芥川龍之介 新潮社 1968年 自社で撮影
88 『奉教人の死』 写真 『奉教人の死』 表紙 芥川龍之介 新潮社 1968年 自社で撮影
88 『三度目の恋』 写真 『三度目の恋』 表紙 川上弘美 中央公論新社 2023年 自社で撮影
89 祇園・円山公園の桜(1910年ごろ) 写真 ユニフォトプレス：25.MM41AT

90 与謝野晶子 写真
アーテファクトリー：
P20110905dd1dd1phj628000

90 石川啄木 写真 日本近代文学館：P000313
91 不来方の城跡 写真 フォトオリジナル：2004047
91 若山牧水 写真 日本近代文学館：P0003139
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91 斎藤茂吉 写真 日本近代文学館：P0001534
92 近藤芳美 写真 ユニフォトプレス：KDO2006062100239
92 寺山修司 写真 ユニフォトプレス：KDO2009072700170
93 俵万智 写真 朝日新聞社：P211217000651
93 東直子 写真 東直子
94 （手毬） 写真 素材辞典：00019252
94 高浜虚子 写真 日本近代文学館：P0003442
94 種田山頭火 写真 日本近代文学館：P0002143
95 水原秋桜子 写真 ユニフォトプレス：KDO2008022600069
95 橋本多佳子 写真 共同通信社：2011060900608
95 中村草田男 写真 ユニフォトプレス：KDO2009052500169
96 加藤楸邨 写真 ユニフォトプレス：KDO2009070900109
96 金子兜太 写真 朝日新聞社：P110216009446
97 （鰯雲） 写真 PIXTA：1561661
97 （桜） 写真 PIXTA：75045599
97 神野紗希 写真 共同通信社：2020040301831
99 人力車を引く車夫（1880年ごろ） 写真 アフロ：21619272

104 護国寺の山門 写真 アフロ：21037474
105 仁王像 写真 東大寺南大門金剛力士像 公益財団法人美術院
109 夏目漱石 写真 日本近代文学館：P0002499
109 『吾輩は猫である』挿絵 写真 日本近代文学館：P0008058
110 『冥土』 写真 『冥土・旅順入場式』 表紙 内田百閒 岩波書店 1990年 自社で撮影
110 『笑う月』 写真 『笑う月』 表紙 安部公房 新潮社 1984年 自社で撮影
110 『夢違』 写真 『夢違』 表紙 恩田陸 KADOKAWA 2014年 自社で撮影
123 村上春樹 写真 アフロ：1757515
124 『象の消滅』 写真 『象の消滅』 表紙 村上春樹 新潮社 2005年 自社で撮影
124 『星条旗の聞こえない部屋』 写真 『星条旗の聞こえない部屋』 表紙 リービ英雄 講談社 2004年 自社で撮影
124 『献灯使』 写真 『献灯使』 表紙 多和田葉子 講談社 2017年 自社で撮影
125 延暦寺（根本中堂） 写真 PIXTA：27057614

126 小倉百人一首競技かるた全国大会の様子 写真 朝日新聞社：P161105001175

127 源氏物語（『新源氏物語　上』） 写真 『新源氏物語　上』 表紙 田辺聖子 新潮社 1984年 自社で撮影
127 源氏物語（『新源氏物語　中』） 写真 『新源氏物語　中』 表紙 田辺聖子 新潮社 1984年 自社で撮影
127 源氏物語（『新源氏物語　下』） 写真 『新源氏物語　下』 表紙 田辺聖子 新潮社 1984年 自社で撮影
127 源氏物語（『源氏物語　上』） 写真 『源氏物語　上』 表紙 角田光代 河出書房新社 2017年 自社で撮影
127 源氏物語（『源氏物語　中』） 写真 『源氏物語　中』 表紙 角田光代 河出書房新社 2018年 自社で撮影
127 源氏物語（『源氏物語　下』） 写真 『源氏物語　下』 表紙 角田光代 河出書房新社 2020年 自社で撮影
129 僧と児 写真 『石山寺縁起絵巻』 高階隆兼等 自社で撮影
130 『宇治拾遺物語』冒頭 写真 『宇治拾遺物語』 宮内庁書陵部
130 雀、報恩の事 写真 『宇治拾遺物語絵巻』 陽明文庫
130 百鬼夜行 写真 『百鬼夜行絵巻』 国際日本文化研究センター
138 『万葉集』（一六四三年刊） 写真 『万葉集』刊本 1643年 国立公文書館
138 『万葉集』（一六四三年刊） 写真 『万葉集』刊本 1643年 国立公文書館
139 元永本『古今和歌集』 写真 元永本『古今和歌集』 ColBase
139 『新訂童子便』（一八七六年刊） 写真 『新訂童子便』 尾崎富五郎 錦誠堂 1874年 国立国会図書館
140 （割りばしの外袋の写真） 写真 長井紙業㈱
140 「児のそら寝」の冒頭と末尾（冒頭） 写真 『宇治拾遺物語』 国文学研究資料館
140 「児のそら寝」の冒頭と末尾（末尾） 写真 『宇治拾遺物語』 国文学研究資料館
140 （くずし字写真・うなぎ） 写真 ゲッティイメージズ：1495098631
140 （くずし字写真・おそば） 写真 アフロ：20822922
140 （くずし字写真・せんべい） 写真 サイネットフォト：BAA110003667
141 （竹） 写真 PIXTA：54985458
142 翁、女児を家へ連れて帰る 写真 『竹取翁幷かぐや姫絵巻物』 宮内庁書陵部
143 翁と嫗、女児を育てる 写真 『竹取物語絵巻』 国立国会図書館
145 『竹取物語絵巻』 写真 『竹取物語』 国立国会図書館
145 『竹取物語』 写真 『竹取物語』 星新一 角川書店 2008年 自社で撮影
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145 『竹取物語』 写真 『竹取物語／伊勢物語／堤中納言物語／土左日記／更級日記』

森見登美彦／
川上弘美／中
島京子／堀江
敏幸／江國香
織

河出書房新社 2016年 自社で撮影

145 『対訳竹取物語』 写真 『対訳竹取物語』
川端康成／ドナ
ルド・キーン／宮
田雅之

講談社 1997年 自社で撮影

146
月探査機「かぐや」と子衛星「おきな」「おう
な」

写真 JAXA：P-044-13121

146 奈良絵本『竹取物語』 写真 奈良絵本『竹取物語』 龍谷大学図書館：竹取物語021-578-3
147 版本『籠に成竹取物語』 写真 版本『籠に成竹取物語』 国立国会図書館
149 「不動明王二童子像」 写真 不動明王二童子像 青蓮院門跡
149 「不動明王像（良秀様）」 写真 不動明王像（良秀様） 醍醐寺
153 兼好法師 写真 『徒然草絵巻』 サントリー美術館
153 清少納言 写真 清少納言図 土佐光起 ColBase

156 高名の木登り 写真 『徒然草画帖』 住吉具慶
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

157 高名の木登り 写真 『徒然草画帖』 住吉具慶
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

157 蹴鞠 写真 アフロ：15504836
158 神無月のころ 写真 奈良絵本『徒然草』 名古屋市蓬左文庫
160 兼好法師 写真 兼好法師像 伝 狩野探幽 神奈川県立金沢文庫
162 （春は、あけぼの） 写真 PIXTA：2857659

162 火桶 写真 模本『春日権現霊験記』 巻十六
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

163 蛍 写真 フォトオリジナル：3025206
163 雁 写真 アーテファクトリー：02100009p

164
尼そぎ

写真
模本『扇面古写経』 東京国立博物館/DNPアートコミュニケー

ションズ
165 雛遊び 写真 『源氏物語絵色紙帖』 紅葉賀 京都国立博物館　特－11932－７
165 蓮 写真 PIXTA：22971946
165 葵 写真 PIXTA：34279534
166 扇 写真 嚴島神社
168 清少納言 写真 清少納言 上村松園 北野美術館
173 八橋かきつばた園（愛知県知立市） 写真 アフロ：10542554
174 奈良絵本『伊勢物語』 写真 奈良絵本『伊勢物語』 国文学研究資料館
175 「業平東下り図」 写真 「業平東下り図」 尾形光琳 五島美術館
176 鴫 写真 素材辞典：Vol96 No.99
176 都鳥 写真 PIXTA：48034163
178 「筒井筒」 写真 ｢筒井筒」 小林古径 東京藝術大学美術館
179 「伊勢物語図　河内越」 写真 「伊勢物語図　河内越」 尾形光琳 ＭＯＡ美術館

180 河内の女 写真 模本『伊勢物語絵巻』
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

182 重要文化財『伊勢物語絵巻』 写真 『伊勢物語絵巻』 和泉市久保惣記念美術館
182 『燕子花図屛風』 写真 『燕子花図屛風』 尾形光琳 根津美術館
183 「伊勢物語御歌かるた」 写真 『伊勢物語御歌かるた』 尾形光琳 同志社大学
183 「伊勢物語御歌かるた」 写真 『伊勢物語御歌かるた』 尾形光琳 同志社大学
183 「業平東下り蒔絵象嵌櫛」 写真 ColBase
183 「見立伊勢物語」 写真 「見立伊勢物語」 鈴木春信 ColBase
183 嵯峨本『伊勢物語』 写真 嵯峨本『伊勢物語』 国文学研究資料館
184 『伊勢物語』冒頭 写真 『伊勢物語』 国立公文書館
184 奈良絵本『伊勢物語』第一段（上） 写真 奈良絵本『伊勢物語』 第一段 国文学研究資料館
184 仮名草子『仁勢物語』第一段（下） 写真 仮名草子『仁勢物語』 第一段 国文学研究資料館
187 宇治川先陣の碑（京都府宇治市） 写真 PIXTA：96500907

187 琵琶法師 写真 模本『職人尽歌合』
東京国立博物館/DNPアートコミュニケー
ションズ

189 （馬具をつけた馬） 写真 馬の博物館



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申請図書 出　　典
備考

190 宇治川の先陣 写真 奈良絵本『平家物語』 巻九 明星大学
191 (大鎧姿〈前面〉） 写真 全教図
191 (大鎧姿〈後面〉） 写真 全教図
191 （兵庫鎖の太刀） 写真 ColBase
196 俱利伽羅の戦い 写真 奈良絵本『平家物語絵巻』 巻七 明星大学
196 屋島の戦い 写真 奈良絵本『平家物語絵巻』 巻十一 明星大学
196 宇治平等院の戦い 写真 奈良絵本『平家物語』 巻四 明星大学
196 壇の浦の戦い 写真 『源平合戦図屛風』壇浦合戦 ColBase
197 源頼朝 写真 「源頼朝木像」 甲斐 善光寺
197 源義経 写真 「源義経画像」 中尊寺
197 平清盛 写真 「平清盛公坐像」 六波羅蜜寺
198 最期を語る頼政 写真 公益社団法人能楽協会
199 平等院 写真 『都名所図会』 国文学研究資料館
199 扇の芝 写真 共同通信社：2023122208152
200 『平家物語』冒頭 写真 『平家物語』 国文学研究資料館
203 三十六歌仙図 写真 「三十六歌仙図」 鈴木其一 出光美術館
204 桃 写真 PIXTA：21944037
205 浜木綿 写真 PIXTA：49176155
205 橘 写真 PIXTA：98021418
207 白梅 写真 PIXTA：9566528
208 大伴家持 写真 『上畳本三十六歌仙絵』 藤田美術館
208 紀貫之 写真 『上畳本三十六歌仙絵』 五島美術館
208 後鳥羽院 写真 『新三十六歌仙図帖』 ColBase
214 （雨に濡れる山桜） 写真 PIXTA：54985458
216 『伊勢物語絵巻』 写真 『伊勢物語絵巻』 住吉如慶 ColBase
216 俵万智 写真 朝日新聞社：P211217000651
217 平泉（岩手県） 写真 アフロ：20164254
218 平安時代の船旅 写真 『北野天神縁起絵巻』承久本 北野天満宮
220 澪標 写真 PIXTA：33880483
220 平安時代の船 写真 「貨客両用船模型」 広島県立歴史博物館
221 紀貫之の邸宅跡 写真 アフロ：147495597
221 為家筆本『土左日記』（冒頭） 写真 『土左日記』 藤原為家 大阪青山歴史文学博物館

221
『明月記』一一九四年（建久五）十二月六
日・七日条

写真 『明月記』 藤原定家 ColBase

223 矢立て 写真 世田谷区立郷土資料館
224 卯の花 写真 PIXTA：2215280
225 金色堂 写真 中尊寺
226 「奥の細道行脚之図」 写真 「奥の細道行脚之図」 森川許六 天理大学附属天理図書館
227 白河の関 写真 PIXTA：25219929
227 立石寺 写真 サイネットフォト：YHI110008277
227 栗の花 写真 PIXTA：7420279
227 紅粉の花（紅花） 写真 PIXTA：14492772
227 ねぶ（合歓） 写真 PIXTA：30290391
227 萩 写真 PIXTA：54245324
228 松尾芭蕉 写真 松尾芭蕉 小川破笠 公益財団法人芭蕉翁顕彰会蔵
228 『曽良旅日記』五月十三日条 写真 『曽良旅日記』 河合曽良 天理大学附属天理図書館蔵
239 『戦国策正解』 写真 『戦国策正解』 巻四上 横田惟孝 松山堂 1829年 東京大学東洋文化研究所

241 『中国古代寓言』より 写真 『中国古代寓言』第一輯(一)「自相矛盾」
少年児童出版
社

1980年 自社で撮影

241 『中国古代寓言』より 写真 『中国古代寓言』第一輯(一)「自相矛盾」
少年児童出版
社

1980年 自社で撮影

241 『中国古代寓言』より 写真 『中国古代寓言』第一輯(一)「自相矛盾」
少年児童出版
社

1980年 自社で撮影

248 卮 写真 サイネットフォト：ABM111174510
253 牀上唐人水滴 写真 牀上唐人水滴 ColBase
254 （春暁　イメージ画像） 写真 西安・唐大慈恩寺遺址公園 アーテファクトリー：YS001k
255 （山上に昇る月） 写真 重慶市奉節・満月 山口直樹
256 渭水河畔 写真 アーテファクトリー：YS-83340



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申請図書 出　　典
備考

257 長安城跡 写真 サイネットフォト：AKG110000040
258 廬山 写真 サイネットフォト：IMC110000006
265 馬踏飛燕 写真 アーテファクトリー：CPC41
268 璧 写真 アフロ：236184882
273 『論語疏』 写真 『論語疏』 巻六 慶應義塾図書館
279 「孔子講学図」 写真 CPC：JB-119
280 孔子 写真 「孔子、顔回、曽参三聖像」 ユニフォトプレス：P02CC00163
280 湯島聖堂大成殿 写真 アフロ：179353582
289 島崎藤村『破戒』初版挿絵 写真 『破戒』 島崎藤村 緑蔭叢書 1906年 日本近代文学館
289 幸田露伴と尾崎紅葉 写真 日本近代文学館：P0000786
291 「兵士と死」 写真 "Soldat und Tod" Hans Larwin 1917年 ユニフォトプレス：uniH_25.2E1KTKF
293 全共闘運動 写真 共同通信社：2003071600248
293 『文豪ストレイドッグス』（1巻） 写真 『文豪ストレイドッグス』（1） 表紙 KADOKAWA 2013年 KADOKAWA
293 『文豪ストレイドッグス』（10巻） 写真 『文豪ストレイドッグス』（10） 表紙 KADOKAWA 2016年 KADOKAWA
318 東三条殿復元模型 写真 国立歴史民俗博物館：Ｈ－420
318 夏の暑い日、釣殿で涼む光源氏と公達 写真 風俗博物館
319 清涼殿復元模型 写真 京都文化財団
319 新年を迎えた光源氏と紫の上 写真 風俗博物館
319 牛車 写真 弘前市立弘前図書館
320 やまぶき 写真 PIXTA：7237089
320 やなぎ 写真 PIXTA：41546483
320 ふじ 写真 PIXTA：30648760
320 さくら 写真 PIXTA：7356228
320 うめ 写真 PIXTA：61466369
320 つばくらめ 写真 PIXTA：45667096
320 うぐいす 写真 PIXTA：58310882
320 せり 写真 PIXTA：50354286
320 なずな 写真 PIXTA：2484232
320 ごぎょう 写真 PIXTA：16660954
320 はこべら 写真 PIXTA：38695518
320 ほとけのざ 写真 PIXTA：35930454
320 すずな 写真 PIXTA：6871225
320 すずしろ 写真 PIXTA：53644098
320 うのはな 写真 PIXTA：2215280
320 すえつむはな 写真 PIXTA：14492772
320 あおい 写真 PIXTA：34279534
320 ほととぎす 写真 PIXTA：58441328
320 ほたる 写真 PIXTA：41452242
320 かきつばた 写真 PIXTA：2501577
320 しょうぶ 写真 PIXTA：50157774
320 はちす 写真 PIXTA：30880459
320 たちばな 写真 PIXTA：98021418
321 さざんか 写真 PIXTA：27430791
321 すいせん 写真 PIXTA：28673727
321 みやこどり 写真 PIXTA：48034163
321 ちどり 写真 PIXTA：60926833
321 おし 写真 PIXTA：38652557
321 まき 写真 PIXTA：405982
321 かつら 写真 PIXTA：18296014
321 はぎ 写真 PIXTA：12384448
321 おばな 写真 PIXTA：59447930
321 くず 写真 PIXTA：43924075
321 なでしこ 写真 PIXTA：16043086
321 おみなえし 写真 PIXTA：42510207
321 ふじばかま 写真 PIXTA：12807279
321 あさがお 写真 PIXTA：54932511
321 かり・かりがね 写真 PIXTA：50393816
321 かり・かりがね（空を飛ぶ様子） 写真 PIXTA：54036763



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申請図書 出　　典
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321 しのぶ・しのぶぐさ 写真 PIXTA：62231677
321 しおん 写真 PIXTA：50737039
321 きく 写真 PIXTA：60269619
321 きりぎりす 写真 PIXTA：39825264
321 まつむし 写真 PIXTA：12097225
321 ひぐらし 写真 PIXTA：23874784
321 あさじ 写真 PIXTA：50687496
321 もみじ 写真 PIXTA：5764219
324 歌合 写真 天徳四年内裏歌合復元図 京都文化博物館
324 管弦の遊び 写真 春秋行楽図 冷泉為恭筆 ＭＯＡ美術館
324 双六盤（上） 写真 ColBase
324 貝合（下） 写真 ColBase
324 絵合 写真 『源氏物語団扇画帖』 国文学研究資料館
324 蹴鞠 写真 『源氏物語団扇画帖』 ColBase
325 葡萄色の小袿・紅梅襲の匂いの袿 写真 風俗博物館
325 浅縹の小袿・紅の薄様襲の袿 写真 風俗博物館
326 武官の束帯姿 写真 全教図
326 文官の束帯姿 写真 全教図
326 直衣 写真 全教図
326 狩衣 写真 風俗博物館
326 褐衣 写真 風俗博物館
327 女房装束（前） 写真 『有職故実』 第二巻 全教図
327 女房装束（後） 写真 『有職故実』 第二巻 全教図
327 壺装束 写真 風俗博物館
327 袿 写真 全教図
328 出産 写真 『北野天神縁起絵巻』 北野天満宮
328 五十日の祝い 写真 『紫式部日記絵詞』 五島美術館
328 初冠 写真 『聖徳太子絵伝』 ColBase

328 露顕 写真 『源氏物語絵巻』〈宿木二〉
徳川美術館/DNPアートコミュニケーション
ズ

328 五十の賀 写真 『北野天神縁起絵巻』 北野天満宮
328 野辺送り 写真 『北野天神縁起絵巻』 北野天満宮
330 矛 写真 CPC：JB-251b
330 戟 写真 CPC：JB-232
330 戦国時代の兵士 写真 CPC：JBD-890
330 弩 写真 CPC：JB-237
330 盾 写真 CPC：JB-240
330 剣 写真 Colbase
330 鼎 写真 Colbase
331 皇帝の礼装 写真 「隋の文帝」 伝 閻立本 ユニフォトプレス：00023661
331 宮女の服装 写真 「簪花仕女図」 伝 周昉 CPC：PT-13211
331 文官の服装 写真 唐・章懐太子墓壁画「迎賓図」 時事通信社：047375090
331 璧 写真 アフロ：236184882
331 環 写真 CPC：K1C000977N000000000PAC
331 玦 写真 ユニフォトプレス：3.5950982
331 琴 写真 サイネットフォト：ABM110486352
331 琵琶 写真 Colbase
331 瑟 写真 アーテファクトリー：CPC KJ-46
331 筑 写真 CPC：JB-1045

(備考) 4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由 

 

単 元 名 ページ・行 本    文 原    典 訂 正 理 由 

随想を読む ｐ14・2 

 

ｐ15・3 

ｐ21・1 

そうした人は少なくないどころ

か、 

〈一行空きを削除〉 

時節に、 

そうした人は、少なくないどころ

か、 

 

今ごろに、 

・わかりやすくするため。以下、読点

を削除した箇所については同様。 

・学習上の配慮による。 

・発表時と今とで状況が異なるため。 

小説を読む 

（一） 

ｐ28・8 

 

 

ｐ41・上 16 

 

 

ｐ41・下 7 

ｐ41・下 7 

ｐ46・上 16 

ｐ47・上 1 

ｐ48・上 4 

ｐ48・下 16 

 

 

 

音源 

 

 

パソコン 

ＣＤ 

やめてもよかった。 

初冬のマラソン大会だった。 

先生だったらしい。 

ただ、どこかで 

〈原文では、会話文のあとは一字

下げで始まっているが、一字下げ

をやめ、普通の形に改めた〉 

ＭＤ 

 

 

デッキ 

ＭＤ 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

明泉の先生だったらしい。 

ただ、いつか 

・教科書として読みやすく、また、わ

かりやすくするため。以下、会話文

のあとの始め方については同様。 

・実業之日本社ジュニア文庫『よろこ

びの歌』所収の本文に従って改め

た。 

・同上。 

・同上。 

・教育的配慮による。 

・採録スペースの関係による。 

・教育的配慮による。 

・教科書として適切な表現にするた

め。 

詩の楽しみ ｐ60・7 

ｐ62・3 

 

つめたい光の粒々だったね。 

欲しがったりする 

 

淋しい 光りの粒々だったね。 

欲しがつたりする 

 

・原典の「註」に従って改めた。 

・現代仮名遣いに統一するため。以下、

表記については同様。 

小説を読む 

（二） 

ｐ68・4 

ｐ68・5 

 

 

ｐ70・15 

 

 

ｐ80・11 

〈ルビ〉すざくおおじ 

二、三人 

 

 

待っていた。」 

 

 

襟髪 

すじやくおおぢ 

二三人 

 

 

待つてゐた」 

 

 

襟上 

・現在の一般的な読み方に改めた。 

・教科書として読みやすく、また、わ

かりやすくするため。以下、原典に

ない読点については同様。 

・教科書として適切な表記に改めた。

以下、原典にない句点については同

様。 

・現在の一般的な表記に改めた。 

古文入門 

 

ｐ128・1 

 

ｐ128・2 

 

ｐ135・2 

 

ｐ135・3 

今は昔、 

 

かいもちひ 

 

〈改行〉心には利分とこそ 

 

をこがましきわざなり。 

是も今は昔、 

 

かひもちい 

 

〈改行なし〉心には利分とこそ 

 

〈このあと原文削除〉 

・一編だけの採録であるので、わかり

やすくするため。 

・教育的配慮による。以下、仮名遣い

については同様。 

・わかりやすくするため。以下、原典

にない改行については同様。 

・説話としての採録であるので、わか

りやすくするため。 

古文に親しむ ｐ142・4 

 

ｐ143・2 

ｐ148・1 

 

ｐ149・2 

〈改行なし〉その竹の中に、 

 

妻の嫗 

絵仏師良秀といふありけり。 

 

あしく描きけるなり。 

〈改行〉その竹の中に、 

 

妻の女 

絵仏師良秀と云ありける。 

 

あしく描ける也。 

・文章の流れを中断しないため。以下、

文を続けた箇所については同様。 

・諸本により校訂。 

・教科書として、文法的破格を避ける

ため。以下、文末については同様。 

・これより前（ｐ148・9）の表現に準

じて訂正した。 

随筆を読む ｐ156・4 

ｐ163・2 

ｐ163・4 

ｐ164・4 

ｐ164・10 

ｐ164・11 

飛び降るとも降りなん。 

はた言ふべきにあらず。 

言ふべきにもあらず。 

大人などに見せたる、 

<ルビ>ひひな 

みなうつくし。 

飛び降るるとも降りなん。 

いとあはれなり。 

いふべきにあらず。 

大人ごとにみせたる、 

〈ルビ〉ひいな 

〈このあと原文削除〉 

・正徹本により校訂。 

・諸本により校訂。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・採録スペースの関係による。 

歌物語を読む ｐ178・9 

ｐ180・2 

筒井筒 

心にくくも 

筒井つの 

心にくも 

・諸本により校訂。 

・同上。 

軍記物語を読む ｐ188・8 

 

ｐ189・12 

川 

 

見えさうぞ。 

河 

 

見えさうは、 

・章段名の表記に統一した。以下、「川」

については同様。 

・諸本により校訂。 

和歌の鑑賞 ｐ204・1 

 

 

ｐ214・上 9 

ｐ214・下 9～

下 10 

ｐ215・上 10 

 

ｐ216・上 4 

 

眺矚して作る歌 

 

 

センスに任せるしかない。 

『ふる』は『経る』と『降る』、…

…『降る』と『長雨』は縁語。 

『伊勢物語』を、中学生ぐらいを

対象にして現代語訳する 

また、 

眺矚して作る歌二首 

 

 

〈このあと原文削除〉 

『ふる』は「経る」と「降る」、…

…「降る」と「長雨」は縁語。 

『伊勢物語』を、中学生ぐらいを

対象にして現代語訳をする 

〈このあと原文削除〉 

・一首だけの採録なので削除した。以

下、」『万葉集』の詞書については

同様。 

・採録スペースの関係による。 

・原典の不一致を正し、一般的な区切

り符号の使い方に従った。 

・「を」が重複するのを避けるために

改めた。 

・採録スペースの関係による。 



単 元 名 ページ・行 本    文 原    典 訂 正 理 由 

故事成語 ｐ240・6 

 

ｐ240・7 

ｐ244・9 

盾 

 

堅、物莫 

恵王曰 

楯 

 

堅、莫 

曰 

・「楯」は手すりの意で、誤りであるた

め。以下、「盾」については同様。 

・通行本によって改めた。 

・抜粋であるので、学習者に理解しや

すくするため。 

漢詩の鑑賞 ｐ256・2 

ｐ256・3 

ｐ258・10 

卩 

新 

何 

裛 

春 

可 

・通行本によって改めた。 

・通行本によって改めた。 

・通行本によって改めた。 

史伝を読む ｐ268・3 

 

ｐ268・5 

趙恵文王 

 

藺相如曰、 

恵文 

 

藺相如 

・抜粋であるので、学習者に理解しや

すくするため。 

・『史記』によって改めた。 

中国の思想 ｐ281～284 

ｐ281・上 7 

ｐ281・上 11～

12 

 

ｐ282・上 9～

10 

 

ｐ282・上 11～

12 

ｐ282・下 2 

 

ｐ282・下 12 

ｐ282・下 17～

18 

 

ｐ283・上 6～

10 

 

 

 

 

ｐ283・上 14 

 

 

ｐ283・下 9 

 

 

ｐ284・上 3～4 

 

ｐ284・下 1～3 

 

 

ｐ284・下 8 

 

ｐ284・下 9～

10 

〈小見出しを削除〉 

“語録”です。 

杖なんかをついた“仙人”のよう

な老人ではないでしょうか？ 

 

その夢がかなったのは五十歳を過

ぎてからのことです。 

 

やってやろうじゃないか 

 

サエない人生を送ったことになり

ます。 

確かなようです。 

自らの経験を、後進を後押しす

るのに生かしました。 

 

「吾の人に於けるや、……所以

なり。（吾之於人也、誰毀誰誉。

……其有所試矣。……直道而行

也。）」（衛霊公） 

 

 

伸びていくもんだよ。） 

 

 

『論語』というのは、どちらか

というと 

 

気になるでしょう。〈改行なし〉

でも、 

いつか「わかった！」となると

きがくる。……「あ、やっぱり

違うかな」と思い始める。 

逆に自分自身の成長がわかるの

です。 

大きな魅力の一つなんです。 

 

〈このあと原文削除〉 

杖なんかをついた“仙人”のよ

うな老人――、ではないでしょ

うかね？ 

その夢がかなったのはようやく

五十歳を過ぎてからのことで

す。 

やったろうじゃないか 

 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

自らの経験を後進を後押しする

のに生かしました。 

 

「吾れの人に於けるや、……所

以なり」（吾之於人也、誰毀誰

譽、……其有所試矣、……直道

而行也、衛霊公第十五―二十五） 

 

 

伸びていくもんだよ） 

 

 

『論語』というのは、のちの回

でも話しますが、どちらかとい

うと 

気になるでしょう。〈改行〉で

も、 

いつか「分かった！」って時が

くる。……「あ、やっぱり違う

かな」って思いはじめる。 

逆に自分自身の成長が分かった

りするのです。 

〈このあと原文削除〉 

・学習上の配慮による。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として読みやすく、より適切

な表現に改めた。 

 

・教科書として適切な表現にするた

め。 

 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として読みやすく、また、わ

かりやすくするため読点を追加し

た。 

・原文と書き下し文とで句読点をそろ

えたり、かっこを付け替えたりする

ことで二つを対照しやすくした。ま

た、煩雑さを避けるため、出典の編

名の下にある番号を削除した。以

下、これらの修正については同様。 

・書き下し文と原文にそろえて句点を

追加した。以下、この修正について

は同様。 

・部分採録のため、後項を受ける表現

を削除した。 

 

・文章の流れを中断しないため。 

 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

・採録スペースの関係による。 

 



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 2 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 14 二次元コード 自社ページＵＲＬ 本と出会う　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙2添付

自社ページＵＲＬ 本と出会う　語彙力ドリル　語句の意味 別紙3添付

3 19 二次元コード 自社ページＵＲＬ わたしの好きな季語　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙4添付

自社ページＵＲＬ わたしの好きな季語　語彙力ドリル　語句の意味 別紙5添付

4 26 二次元コード 自社ページＵＲＬ とんかつ　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙6添付

自社ページＵＲＬ とんかつ　語彙力ドリル　語句の意味 別紙7添付

5 38 二次元コード
青森県立図書館・青森県
近代文学館

https://www.plib.pref.aomori.lg.jp/bungakukan/ 参考リンク　青森県近代文学館

6 40 二次元コード 自社ページＵＲＬ よろこびの歌　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙8添付

自社ページＵＲＬ よろこびの歌　語彙力ドリル　語句の意味 別紙9添付

7 53 二次元コード 自社ページＵＲＬ 詩教材　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙10添付

自社ページＵＲＬ 詩教材　語彙力ドリル　語句の意味 別紙11添付

8 65 二次元コード 室生犀星記念館 https://www.kanazawa-museum.jp/saisei/ 参考リンク　室生犀星記念館

9 68 二次元コード 自社ページＵＲＬ 羅生門　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙12添付

自社ページＵＲＬ 羅生門　語彙力ドリル　語句の意味 別紙13添付

10 87 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『今昔物語集』「太刀帯の陣に魚を売る媼の話」口語訳 別紙14添付

11 90 二次元コード 自社ページＵＲＬ 短歌教材　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙15添付

自社ページＵＲＬ 短歌教材　語彙力ドリル　語句の意味 別紙16添付

12 94 二次元コード 自社ページＵＲＬ 俳句教材　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙17添付

自社ページＵＲＬ 俳句教材　語彙力ドリル　語句の意味 別紙18添付

13 100 二次元コード 自社ページＵＲＬ 夢十夜　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙19添付

自社ページＵＲＬ 夢十夜　語彙力ドリル　語句の意味 別紙20添付

14 109 二次元コード 漱石山房記念館 https://soseki-museum.jp/ 参考リンク　新宿区立漱石山房記念館

15 111 二次元コード 自社ページＵＲＬ 鏡　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙21添付

自社ページＵＲＬ 鏡　語彙力ドリル　語句の意味 別紙22添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

https://www.plib.pref.aomori.lg.jp/bungakukan/
https://www.kanazawa-museum.jp/saisei/
https://soseki-museum.jp/


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

16 128 二次元コード 自社ページＵＲＬ 児のそら寝（宇治拾遺物語）　重要古語の確認 別紙23添付

17 134 二次元コード 自社ページＵＲＬ 三文にて歯二つ（沙石集）　重要古語の確認 別紙24添付

18 140 二次元コード 自社ページＵＲＬ くずし字字体表 別紙25添付

Apache License 2.0 https://apache.org/licenses/LICENSE-2.0 参考リンク１　NINJAL変体仮名フォント　ライセンス表記

人文学オープンデータ共
同利用センター

http://codh.rois.ac.jp/miwo/ 参考リンク２　みを(miwo)　AIくずし字認識アプリ

人文学オープンデータ共
同利用センター

https://lab.nijl.ac.jp/kuzusu/ 参考リンク３　くずし字、いろいろ。

19 142 二次元コード 自社ページＵＲＬ なよ竹のかぐや姫（竹取物語）　重要古語の確認 別紙26添付

20 148 二次元コード 自社ページＵＲＬ 絵仏師良秀（宇治拾遺物語）　重要古語の確認 別紙27添付

21 154 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』つれづれなるままに　重要古語の確認 別紙28添付

自社ページＵＲＬ 『徒然草』仁和寺にある法師　重要古語の確認 別紙29添付

22 156 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』高名の木登り　重要古語の確認 別紙30添付

23 158 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』神無月のころ　重要古語の確認 別紙31添付

24 162 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』春は、あけぼの　重要古語の確認 別紙32添付

25 164 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』うつくしきもの　重要古語の確認 別紙33添付

26 166 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』中納言参りたまひて　重要古語の確認 別紙34添付

27 174 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』東下り　重要古語の確認 別紙35添付

28 177 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第三段 別紙36添付

自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第四段 別紙37添付

自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第五段 別紙38添付

自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第六段 別紙39添付

自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第七段 別紙40添付

自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』第八段 別紙41添付

29 178 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』筒井筒　重要古語の確認 別紙42添付

30 187 二次元コード 自社ページＵＲＬ 動画（平曲演奏「祇園精舎」） 別紙43添付

31 188 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『平家物語』宇治川の先陣　重要古語の確認 別紙44添付

自社ページＵＲＬ 動画（平曲演奏「祇園精舎」） 別紙45添付

32 204 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「万葉・古今・新古今」　重要古語の確認 別紙46添付

33 212 二次元コード 自社ページＵＲＬ 短歌を訳す　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙47添付

自社ページＵＲＬ 短歌を訳す　語彙力ドリル　語句の意味 別紙48添付

https://apache.org/licenses/LICENSE-2.0
http://codh.rois.ac.jp/miwo/
https://lab.nijl.ac.jp/kuzusu/


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

34 218 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『土佐日記』門出　重要古語の確認 別紙49添付

35 222 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『奥の細道』旅立ち　重要古語の確認 別紙50添付

36 224 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『奥の細道』平泉　重要古語の確認 別紙51添付

37 225 二次元コード 平泉町世界遺産推進室
https://www.town.hiraizumi.iwate.jp/heritage/index
.html

参考リンク：藤原秀衡・源義経

38 232 二次元コード 自社ページＵＲＬ 訓読に親しむ（一）　読み順確認問題 別紙52添付

自社ページＵＲＬ 漢文を読むために１　読み順確認問題 別紙53添付

39 234 二次元コード 自社ページＵＲＬ 訓読に親しむ（二）　読み順確認問題 別紙54添付

自社ページＵＲＬ 漢文を読むために２　読み順確認問題 別紙55添付

40 236 二次元コード 自社ページＵＲＬ 訓読に親しむ（三）　読み順確認問題 別紙56添付

自社ページＵＲＬ 漢文を読むために３　読み順確認問題 別紙57添付

41 240 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「矛盾」　基本句形の確認 別紙58添付

42 244 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「五十歩百歩」　基本句形の確認 別紙59添付

43 248 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「蛇足」　基本句形の確認 別紙60添付

44 252 二次元コード 青空文庫 https://www.aozora.gr.jp/ 参考リンク１　青空文庫

少納言 https://shonagon.ninjal.ac.jp/ 参考リンク２　少納言

NINJAL-LWP https://tsukubawebcorpus.jp/ 参考リンク３　NINJAL-LWP for TWC

45 254 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「唐詩の世界」　基本句形の確認 別紙61添付

自社ページＵＲＬ 「唐詩の世界」　押韻確認問題 別紙62添付

46 260 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「日本の漢詩」　基本句形の確認 別紙63添付

自社ページＵＲＬ 「日本の漢詩」　押韻確認問題 別紙64添付

太宰府天満宮
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawarano
michizanekou

参考リンク　菅原道真と太宰府

廣瀬資料館 http://hirose-museum.jp/ 参考リンク　広瀬淡窓

宇和島市
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/sizen-
bunka/108nakano.html

参考リンク　中野逍遥

47 266 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「鶏口牛後」　基本句形の確認 別紙65添付

48 267 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料　合従連衡　解説・模式図 別紙66添付

49 268 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「完璧」　基本句形の確認 別紙67添付

50 269 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『史記』「廉頗藺相如列伝　澠池の会」　書き下し文・口語
訳

別紙68添付

51 270 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「先従隗始」　基本句形の確認 別紙69添付

52 274 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『論語』〈学び〉　基本句形の確認 別紙70添付

https://www.town.hiraizumi.iwate.jp/heritage/index.html
https://www.town.hiraizumi.iwate.jp/heritage/index.html
https://www.aozora.gr.jp/
https://shonagon.ninjal.ac.jp/
https://tsukubawebcorpus.jp/
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawaranomichizanekou
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawaranomichizanekou
http://hirose-museum.jp/
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/sizen-bunka/108nakano.html
https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/sizen-bunka/108nakano.html


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

自社ページＵＲＬ 『論語』〈仁〉　基本句形の確認 別紙71添付

自社ページＵＲＬ 『論語』〈政治〉　基本句形の確認 別紙72添付

53 284 二次元コード 自社ページＵＲＬ 孔子年譜 別紙73添付

自社ページＵＲＬ 孔子のエピソード　書き下し文・口語訳 別紙74添付

54 287 二次元コード 自社ページＵＲＬ 常用漢字表 別紙75添付

55 320(3) 二次元コード
サントリーホールディン
グス

https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/ 参考リンク　日本の鳥百科

自社ページＵＲＬ 動画（虫の鳴き声） 別紙76添付

56 324(7) 二次元コード 自社ページＵＲＬ 動画（雅楽に使用する楽器） 別紙77添付

57 326(9) 二次元コード 風俗博物館 https://costume.iz2.or.jp/ 参考リンク　日本服飾史

58 334(17) 二次元コード 京都市平安京創生館
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/h
tml/heian/

参考リンク　平安京オーバーレイマップ

https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/
https://costume.iz2.or.jp/
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/heian/
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/heian/
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